
議題27 

区分 □ 新 規 ■ 再提案 (R5・8・24第153回総会；塩尻市)（R5.4.20第152回総会；飯田市、飯山市）  

種類 

■ 現行制度の改善又は拡充を求めるもの 

分 

野 

□ 総務文教 

□ 新たな施策の要望又は提案を求めるもの ■ 社会環境 

□ 特に市町村への財政支援策等を求めるもの □ 経済 

□ その他（              ） □ 危機管理建設 

要望先 

■ 国 担当省庁 厚生労働省 

■ 県 担当部局課室 健康福祉部 地域福祉課 

■ その他 名  称 全国民生委員児童委員連合会 

件名 民生委員・児童委員制度の在り方及び負担軽減について 

提案市 須坂市 

提 

案 

要 

旨 

 民生委員・児童委員については、なり手が不足するなど事態は大変深

刻な状況になっており、役割の軽減や選出方法の見直し、報酬に対する

財政支援など、将来に向けての具体的な指針を示すことを強く要望す

る。 

提 

案 

理 

由 

・地域における要支援者等の生活課題は、複雑、複合化により個別性が

極めて高く、相談内容も複雑化していることから民生委員・児童委員

への負担感や責任が大きくなっている。 

・推薦母体である地域自治組織においても現任委員の高齢化、年金支給

年齢の引き上げとそれに伴う就業構造の変化もあり、委員を引き受け

ていただける方がいないとの声が数多く寄せられている。 

・国で民生委員の担い手確保対策のために行う補助事業（民生委員協力

員の設置、こども民生委員の委嘱等）についても、抜本的ななり手不

足対策につながらないと思われる。 

・なり手不足解消の施策の一つとしては、無償となっている報酬につい

て、活動の負担と責任の度合いに見合った報酬の設定を要望する。 

・厚生労働省は、実務に携わる市町村及び民生委員・児童委員の現場の

実態、苦労を感じてほしい。 

現 

況 

及 

び 

課 

題 

等 

・須坂市の定数と委嘱数（９月１日現在） 

定数 119人（民生委員・児童委員 106人 主任児童委員 13人） 

委嘱数 118人（民生委員・児童委員 105人 主任児童委員 13人） 

・須坂市の男女比 男性 55人（46.6%） 女性 63人（53.4％） 

・須坂市の年齢構成 平均年齢 69.4歳 

40代 50代 60代 70代 計 

1人 2人 55人 60人 118人 

・須坂市の期数別人数 

 

１期目 ２期目 ３期目 ４期目 ５期目 ６期目 ７期目 ８期目
88人 19人 7人 3人 0人 0人 0人 1人



・須坂市の活動費、報酬等 

 ア）活動費 年額 60,200円（地区会長は加算あり） 

    イ）須坂市福祉委員としての報酬 年額 72,400円 

（協議会長、協議会副会長、地区会長は役職加算あり） 

       合計額 ア＋イ＝132,600円 

・本年11月14日付の信濃毎日新聞の１面に「なり手不足の民生児童委員

は給与もらえない公務員 仕事は際限ないのに無償ボランティア」の

記事が掲載され、本件について12月市議会でも２名の議員から一般質

問があった。また、当市民生児童委員協議会の地区会長会でも議題に

上がった。 

関係 

法令 
民生委員法、児童福祉法 

 


